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光で暗号演算を実現する光暗号回路技術
光による次世代通信とコンピューティング基盤を

安全に利用できます
#顧客体験価値向上 #グリーントランスフォーメーション

光通信やコンピューティングの安全性確保に必要な
暗号回路を電気で実装すると遅延などが増大するた
め、光による暗号回路が必要です。

光で暗号回路を実装し、次世代光通信と
光コンピューティングシステム全体の安全性の確保
および利便性の向上を実現します。

• ビット値を光アドレス値に変換する符号化回路を暗号演算に
導入することにより、低遅延性を実現するアルゴリズム

• NTTの有する光集積化技術による暗号回路の光回路化

世界で初めて、共通鍵暗号の暗号演算1ラウンド分の演算を
光回路で実現

情報通信業において、光ディスアグリゲーテッドコンピューティングなどの光情報処理基盤へ搭載（2030年以降）

出展社＝日本電信電話株式会社 関連リンク＝NTT トピックス「光演算素子を用いた光暗号回路を世界で初めて実証」（2024年4月10日）

問い合わせ先URL 社外連携先＝長崎県立大学／文教大学／群馬大学

平文（電気入力）
Plaintext (Electrical input)

暗号文（光出力）
Ciphertext (Optical output)

低遅延光暗号演算回路
Low-latency photonic cryptographic 
circuits

ループアーキテクチャ用
電気回路
Electronic circuits for loop architecture

https://group.ntt/jp/topics/2024/04/10/ieee_spc2024.html
https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=202&param03=G04-03
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